
                                    

 

 

                

                                 

 

 

 

 

  

 平成３１年度がスタートし、もうすぐ新元号「令和」へと時代が移り変わろうとしています。

各学年の学習も本格的にスタートし、１１日には４・５・６年生を対象とした県学力・学習状

況調査が行われ、１８日は６年生を対象に全国学力・学習状況調査が行われました。 

 本校では引き続き、埼玉県の「チーム埼玉」学力向上パワーアップ事業の重点校として、今

年度は国語の学習に力を入れ、確かな学力を身につけるための取組を行ってまいります。本年

度もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪筆箱の中身について≫ 

○えんぴつ 5 本（形は三角や六角の正しい持ち方がしやすいえんぴつの方が良い。） 

○赤青えんぴつ 1 本 （赤えんぴつ 1 本、青えんぴつ 1 本でも良い。） 

○消しゴム 1 個 （大きすぎたり、消しにくいものは使いません。） 

○定規１本（折りたたみでない定規を使いましょう。） 

○マイネーム（油性ペン）1 本 

※コンパス、分度器、三角定規（算数の学習に応じて） 

※カラーペン（図工などで必要なときのみ） 

 

  

学力向上通信 

【羽生北小学校 平成３１年４月発行】 

ワン  ツー  スリー 学力向上通信   

○
授
業
が
始
ま
る
時
刻
を
守
り
ま
す
。 

(

移
動
教
室
が
あ
る
と
き
は
、
少
し
早
め
に
移
動
し
て
、
時
間

に
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。) 

 

〇
学
習
の
道
具
を
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
て
授
業
に
の
ぞ
み
ま
す
。 

(

教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
筆
箱
だ
け
で
な
く
、
そ
の
教
科
で
使
用

す
る
用
具
や
材
料
も
忘
れ
ま
せ
ん
。) 

 

○
立
腰
の
姿
勢
で
、
集
中
し
て
授
業
に
の
ぞ
み
ま
す
。 

 

○
発
表
す
る
と
き
は
黙
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
ひ
じ
を
伸
ば
し
て
手

を
挙
げ
る
。
指
さ
れ
た
ら
、
「
は
い
。
」
と
元
気
に
返
事
を
し

て
立
ち
ま
す
。 

 

○
発
表
は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
声
で
は
っ
き
り
と
伝

え
ま
す
。 

 

○
「
～
で
す
。」「
～
ま
す
。」
を
必
ず
つ
け
て
発
表
し
ま
す
。 

(

授
業
の
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
使
え
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。) 

≪国語の学力を高めるための本校での取り組み≫ 

① 音読（毎日の宿題に取り入れることで、すらすらと読む力を鍛える） 

② 素読（朝の会や授業で行い、読む力や頭の回転を良くすることができる） 

③ 読書貯金（読書を推奨することで、本に触れる機会を増やし、語彙力を増やす） 

④ αドリル（朝の業前活動「じっくりタイム」で文章問題に取り組むことで、読解力を高める） 

⑤ 作文・日記（児童の書く力を高める） 

※この他にも様々な活動を取り入れ、子どもの国語力を高める活動を行う予定です。 

学習に不必要な物

は入れません！ 

漢字ノートや計算ドリルのノート、マイマイノートなどの宿題は、保護

者の方の見守りが大切です。確認後、捺印をお願いします。 

≪ 北小 学習規律の合言葉 ≫ 

 
た ひ で 

合言葉をもとに学習規

律をしっかりと整えるこ

とで、学習に集中して取

り組むことができます。

ぜひ、御家庭でも取り入

れてみてください。 

北小 ステップ 
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２月も終わり、本年度も残りがわずかとなってきました。１２月に行われた各学年の

総合学力調査も返却され、つまづきが見られたところを中心にこれからも復習を行って

いきます。 

それとあわせて、ご家庭でも、お子さんの得意な部分や苦手な部分を確認し、今の学

年で身に付けるべき力をしっかりと身に付けて進級できるようにしていただけたらと

思います。 

 今回は、「国語力」を高めるための本校での取組を、いくつか紹介します。 
  

 

 どの学年も、朝の活動又は国語の時間で素読を行っています。また、ご家庭で毎日音

読に取り組んでいると思います。 

 初めて読んだ時はたどたどしい文章も、繰り返し読むことでスムーズに読めるように

なり、さらには自分の中に読んでいる言葉が定着します。このことで「語彙力」が高ま

ります。 

 内容としては難しいものも、繰り返し読むことで音に慣れ、すらすら読めるようにな

ってきています。語句の意味を追求するのではなく、言葉のもつ美しい響きやリズムを

体感し、脳の前頭前野を活性化させることが期待できます。 

ご家庭の音読も、毎日のことで大変だと思いますが、この積み重ねをきちんとするこ

とで、文字に対する抵抗感がなくなり、「文章を読み取る力」や「語彙力」が高まるこ

とが期待できます。ご協力をよろしくお願いします。 

音読では、各学年カード等を使用し取り組んでいますが、下記のようなことは学年を

問わず意識して取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校では、ブックタイムや読み聞かせ、国語の時間で教科書以外の本に触れる時間を

設けています。今年度は読書祭りを年３回に増やしたり、ハートフルデーを設定したり

する等、ご家庭でも本に触れる機会が増えたと思います。本をたくさん読むことで「文

章を読み取る力」や「語彙力」が高まることが期待できます。 

また、本は心の栄養です。情緒面にもよい影響を与えます。引き続きご家庭でもい

ろいろな本に触れあえるよう声かけをしたり、一緒に読んでみたりしてください。 

 

 

 

 

 

 

学校では、行事の終わりや国語の学習で、1 年生からたくさんの文章を書きます。 

その際、発達段階に応じて、特に意識して書くようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイマイ学習で、日記を書く取組も推奨していますが、書くときは自分の学年で意識

すべき点を念頭に置いて書くとさらに力を伸ばすことができます。素読や音読と同じよ

うに、繰り返し書くことで書くことに対する抵抗感がなくなり、「文章を書く力」が高

まることが期待できます。 

また、音読・素読や読書によって高めた「語彙力」を活用する場が作文や日記です。

覚えた語彙を積極的に活用することで、読み手が分かりやすく、読みやすい文章を書く

ことができます。 

  

学力向上通信 ワン  ツー  スリー 学力向上通信 

音読・素読 

作文・日記 

○姿勢を正して読む。 

○教科書をもって読む。 

○読点（、）や句点（。）を意識し、

区切って読む。 

○物語文の「 」の部分は、登場

人物の気持ちによって読み方

を変える。 

○全学年共通 

・学習したカタカナ、漢字を使って書く。  ・読む人の事を考えて、丁寧に書く。 

○低学年 

・「は」「へ」「を」を正しく使って書く。  ・会話文を「  。」を使って書く。 

・拗音（「きゃ」等）、促音（「っ」といったつまる音）を正しく書く。 

・読点（、）句点（。）を正しく使って書く。 

○中学年 

・接続詞（はじめに、つぎに、なぜかというと、このように 等）を使って書く。 

・段落（はじめ、中、 おわり の 3 段落等）に分けて書く。 

・自分が書いた文章を推敲する。 

○高学年 

・文章構成による効果を考えながら書く。 

・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする。 

・事実と意見、感想を区別して書く。  ・決められた文字数に合わせて書く。 

読書 

【現在の図書室の本の貸し出し冊数（２／２０現在）】 ⇒ ６１２７冊 

昨年度より１．４倍ＵＰ↗ 

国語だけでなく多くの教科や朝・帰りの活動で

は、みんなの前で発表やスピーチをする機会を設

けています。これは、相手に分かりやすく説明す

ることが大切で、発表する内容の順序や適切な言

葉を選ぶ等、「文章を書く力」や「語彙力」が大切

です。 

発表の機会を多く設けること、自分と相手の考

えの共通点や相違点を考えながら聞くことで、

「話す力・聞く力」が高まることが期待できます。 

スピーチ 
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 まもなく夏休みを迎えます。夏休みには各学年の教科の復習のほか、日記や絵、作文等の宿

題が出されます。今回は夏休みの宿題に必ず出される読書感想文について紹介します。取り組

むときの参考にしてください。 

 

 

    読書感想文を書く際、まずは本選びです。どんな本を読んで感想を書いてもかまいません。 

    ただし、読書感想文コンクールに出品する際、２つに分かれます。 

    １つは「課題図書」で、低学年、中学年、高学年ごとに、４冊ずつ指定された本がありま 

す。その本を読んで感想文を書いた作品は、「課題図書」の部門で審査をすることになります。 

    もう１つは、「自由図書」で、文字通り「課題図書」に入っていない本を子どもが自由に選 

び、その本で感想文を書いたものになります。 

    ちなみに、本年度の課題図書は下記のとおりです。 

１・２年生対象 ３・４年生対象 ５・６年生対象 

『魔法ののろいアメ』 
 魔女が売っていたのは、悪口を

１０個いいながらつくるのろいの

あめ。サキがだいきらいなおねえち

ゃんを思いうかべて悪口をいう

と・・・ 

『かみさまにあいたい』 

大好きだったおばあさんが、死ん

だ、おばあちゃんとの約束をはたす

ため、「神さま」に会おうと行動を

おこす少年雄一の物語。 

『ぼくとニケ』 

 かわいい子猫、なまえはニケ。は

じめて飼うことになった小さなす

て猫との毎日を、獣医師がていねい

につむいだ感動の物語。 

『スタンリーとちいさな火星

人』 

 母親がいない日、男の子は火星

人になりきり、何とかすごそうとし

ます。それを優しく見守る家族の愛

情が伝わる物語！ 

『子ぶたのトリュフ』 

 ジャスミンに命をすくわれた子

ぶたのトリュフ。そして、クリスマ

スイヴに、ある事件が…「トリュフ、

行こう！いよいよ初仕事よ！」 

『 か べ の む こ う に な に が あ

る？』 

 目のまえにある大きなかべ。いつ

からだろう？どうしてあるの？か

べの外の世界を知りたいと思った

ねずみは… 

『心ってどこにあるのでしょう？』 

 心って体のどこになるのかな。む

ね？あたま？手かも。動物には心は

ある？ものには？目にはみえない

心ってなんだろう？ 

『そうだったのか！しゅんかん図鑑』 

ろうそくはどう消える？割れる、消

える、つぶれる。肉眼で見えない「瞬

間」を切り取った写真絵本。身近な

科学に興味がわきます！ 

『マンザナの風にのせて』 

 第二次世界大戦のアメリカ。そこ

には日系人強制収容所が存在した。

愛犬と声を失ったマナミは、家族と

ともに苦戦を乗りこえていく。 

『もぐらはすごい』 

驚きの食べっぷりですごーく力

持ち！土の中にあった目や耳のつ

くりなど、意外なモグラの生活を、

ユーモアのある絵と文で紹介。 

『季節のごちそう ハチごはん』 

 ハチがごはんになるって知って

た？昔から日本では、ハチの子を食

べる習慣があるのです。自然や食文

化の大切さを伝える絵本。解説付。 

『もうひとつの屋久島から』 

 樹齢数千年といわれる縄文杉発

見から 50 年あまり。日本で初めて

世界遺産登録された美しい島にか

くされた、もうひとつの姿とは？ 

＊各出版社の本の紹介文（ポップ）を載せました。選ぶ時の参考にしてください。 

 

【本を読もう】   ① 自分の興味をもった本を読みます。 

          ② 2 度読みます。2 度目は、心に残った部分にふせんをつけ、思ったことを書

きます。 

【下書きを書こう】 ① 何を中心で書くかを考えます。 

          ＊ 考えること 

・作品のテーマ（主題）について自分はどう思うか。 

・ふせんをつけた中で一番心に残ったところはどこか。それについてどう思うか。 

・自分が経験してきたことと結びつくところはないか。 

          ② 組み立てを考えます。ノートなどにメモをしておくとよいです。 

          ＊ 組み立てメモにかくこと（ふせんに書いて、並び替えて貼るのもよい。） 

          ・あらすじ （←心に残った場面が分かる程度のあらすじ） 

          ・似たような体験をしたこと 

          ・かんじたこと 

【作文用紙に書こう】 組み立てメモをもとに、書きます。 

           

  

課題図書と自由図書について 

学力向上通信 ワン ツー スリー 読書感想文の書き方について 

題
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か
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に
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ま
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ょ
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名
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上
か
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三
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ス
空
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ょ
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前
は
下
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一
マ
ス
空
け
、

苗
字
と
の
間
も

一
マ
ス
空
け
ま

す
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・
本
の
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・
本
を
選
ん
だ

き
っ
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・
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に
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っ

た
こ
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・
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に
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っ
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読
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・
ど
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生
か
す
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おわり 

＊習った漢字をしっかり使いましょう。 

＊はじめ、なか、おわりを意識して、少なくと

も 3 段落で書きましょう。 



                                    

 

 

                

 
                                 

 

 

 

 

  

今年度
こ ん ね ん ど

のマイマイ
ま い ま い

学 習
がくしゅう

（自主
じ し ゅ

学 習
がくしゅう

）のテーマは･･････ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学力向上通信 

【羽生北小学校 令和元年６月発行】 

ワン  ツー  スリー 学力向上通信 

北小 ステップ 

 

「自分
じ ぶ ん

の自分
じ ぶ ん

による自分
じ ぶ ん

のためのマイマイ
ま い ま い

学 習
がくしゅう

」です 

そもそもマイマイ
ま い ま い

学 習
がくしゅう

とは？ 

・毎
まい

（マイ
ま い

）日
にち

やる 

・じっくりこつこつとやる 

（マイマイ
ま い ま い

） 

・自分
じ ぶ ん

（マイ
ま い

）の 

今
いま

の課題
か だ い

は？ 

【よりよいマイマイ
ま い ま い

学 習
がくしゅう

にするためには？】 

・自分
じ ぶ ん

で考え
かんがえ

，工夫
く ふ う

してていねいに行う
おこなう

。 

・保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に見て
み て

もらい押印
おういん

やサイン
さ い ん

，コメント
こ め ん と

をもらう。 

・３０分
３ ０ ぷ ん

，１時間
１ じ か ん

など時間
じ か ん

を決めて
き め て

真剣
しんけん

に行う
おこなう

。 

 

・漢字
か ん じ

と計算
けいさん

ばかりやっている子
こ

が多い
お お い

。 

・中身
な か み

ではなく， 量
りょう

を重視
じゅうし

している子
こ

が 

多い
お お い

。 

マイマイ
ま い ま い

学 習
がくしゅう

（自主
じ し ゅ

学 習
がくしゅう

）の書き方
か き か た

の例
れい

 
国語
こ く ご

 

算数
さんすう

 

社会
しゃかい

 

理科
り か

 

児童
じ ど う

の実際
じっさい

のノート
の ー と

の例
れい

 

５年
５ ね ん

家庭科
か て い か

 ４年
４ ね ん

理科
り か

 

図
ず

や絵
え

を入れて
い れ て

 

３年
３ ね ん

漢字
か ん じ

 

漢字
か ん じ

も工夫
く ふ う

して 図
ず

や絵
え

を入れて
い れ て
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国語のノート       

1 年：1２マス 8 行   

2 年：15 マス 10 行  

3 年：18 マス１２行  

4 年：マスなし 12 行  

5 年：マスなし 15 行  

6 年：マスなし 15 行  

  

算数・理科・社会のノート 

1 年：１５ｍｍ方眼 

（最初の 1 冊は横版）  

2 年：１２ｍｍ  

３年：１０ｍｍ  

～（５ｍｍ方眼がなお良い） 

６年： 

 

漢字のノート        

1 年：1０マス５行（埼玉県版低学年）  

2 年：  〃   

3 年：1２マス７行（埼玉県版中学年） 

4 年：  〃   

5 年：１５マス８行（埼玉県版高学年） 

6 年：  〃   

                                    

 

 

                

                                 

 

 

  平成３０年度もまもなく終わります。それぞれの学年の学習がほぼ終了し、復習を行ってい

ます。本年度学んだことは本年度のうちに、しっかり力にして進級できるよう、最後まで取り

組んでまいります。ご家庭でも復習をよろしくお願いします。 

 また、次年度使用する予定のノートのマスを紹介します。購入の際の参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 問題 正解 誤答例 

１年 
ひながうまれる 

きゅうけい 

あし 

生まれる 

休けい 

足 

生れる 

九けい 

２年 
風せん 

学校にかよう 

船 

通う 

 

３年 
きそくをさだめる 

い者 

入いんする 

定める 

医 

院 

勝める 

   はらっていない 

員、 

４年 
会ぎ 

記ねん 

議 

念 

 

５年 
家ちくのし料 

さからう 

校そく 

飼 

逆らう 

則 

資 

逆う 

測 

６年 
じゅう断 

くらす 

縦 

暮らす 

従 

暮す 

  

学力向上通信 
ワン  ツー  スリー 学力向上通信 

１年 

赤い車が６だい、青い車が８だいあり

ます。 

ちがいはなんだいですか。 

しき ８－６＝２  こたえ２だい 

１年 

多いほうから少ない方をひいてちがいを求める問題

だが、問題の順で書いたり、たし算をしてしまう。 

誤答：６－８＝２ ８＋６＝１４ 

２年  

１ｃｍ＝１０ｍｍ 

１Ｌ＝１０００ｍＬ 

２年  

単位換算の問題だが、正確に覚えられていない。 

３年 

10000 を 25 こ集めた数は  250000  

１ｋｇ＝１０００ｇ 

１－
５

６
＝

１

６
 

３年 

誤答 25000 10000 を 20 集めると 200000 を間違う。 

１ｋｇ＝１０００ｇ 2年生と同じく単位換算がごち

ゃ混ぜになって覚えている。 

今回は－
５

６
なので、１＝

６

６
だが、それが捉えられない。 

４年 

４より 0.01 小さい数は  3.99  

      0.72 

 25 18.0 

    17 5 

     5 0 

     5 0 

       0 

6 年 

1.4×4.5÷0.7＝
１４

１０
×

４５

１０
÷

７

１０
＝９ 

10×10×3.14÷２＝10×10÷２×3.14 

        ＝50×3.14 

        ＝157 

  0.0 6 

 60 3.6 0 

    3 6 0 

        0 

5 年         0.7 2 

      7.5  5.4 

           5 2 5 

             1 5 0 

             1 5 0 

                 0 
 

3
１

１０
－１

５

６
＝

３１

１０
－

１１

６
＝

９３

３０
－

５５

３０
＝

３８

３０
＝

１９

１５
 

４年 

誤答 0.04  3.9  3.39  十進法の捉え方が混乱して 

    0.072       いる。 

 25 18 0               一の位に数が立たないとき 

    1 75       に０を付けるのを忘れてし 

      50       まう。または、百の位に０ 

      50        をつけてしまう。 

       0 

5 年       0.07 2    小数点の打ち間違えが多い。 

      7.5  5.4    わる数の小数点の移動に 

           5 2 5   ともない、わられる数も 

             1 5 0  移動するのを忘れてしまう。 

             1 5 0 

                 0 
 

３８

３０
＝

１９

１５
 になるが、約分を忘れてしまう。 

6 年分数に直す際に間違えたり、
１４

１０
×

４５

１０
÷

７

１０
になった後、

わり算をかけ算に直したり、約分したりするときに間違えて

しまう。 

10×10÷２×3.14 と計算の順を直したり、計算の途中にミス

をしてしまう。 

 

誤答 0.6   小数点の移動がないが、移動させてしまう。 
同じ読み方をする漢字の間違えや、訓読みであれば分かるが、音読みで出題され

ていて分からないというもの、送り仮名間違えが多くありました。 


